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　N. Azimova and Sh. Karimova “Modern Uzbek Family and Marital Relations: A Case 
Study on Mindon Village, Ferghana Province”は、ウズベキスタンのフェルガナ州ミンドン
村を事例として、ポスト社会主義時代の家族と婚姻の変容について現地調査とデータに基
づいて明らかにしたもので、近年の（とりわけ出稼ぎ労働の増加などによると思われる）社
会の変化に伴って核家族化が進むなど、家族の形や守るべき「伝統」・規範も変化しつつあ
ることが示されている。
　
　これまでの議論から、私たちの研究グループの活動をさらに進めるにあたって、歴史研
究と現在研究を架橋し、また社会主義を経験したイスラーム地域と中東イスラーム地域の
研究を接合するために、さしあたって「女性解放と男女平等をめぐる言説の歴史的展開」、
「世俗主義とイスラーム法」、「移民とジェンダ ・ー家族規範の変容」という三つのトピック
を設定してはどうかと考えるに至った。こうした試みを積み重ねていくため、CIRASディ
スカッション・ペーパーにおいて「社会主義的近代とイスラーム・ジェンダ ・ー家族」という
シリーズを設定し、継続刊行していきたいと考えている。
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